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されたアサリを、地元区長会および福山大学が協力して放流した。2007年は 5月 1日に平均殻長 25 mm










尾道市因島大浜町の干潟に、2007年度には 1定点、2008年度および 2009年度には 5定点を設置した
（図１）。2007年に設置した定点 1は+約 60 cmの潮位で干出する場所を選定し、汀線に平行に 30 cm間
隔で 34 cm×47 cm×21 cm のプラスチック製カゴを 3 個、上部が約 5 cm 出るように干潟表面に埋設し
た。2008年度および 2009年度は、アサリ放流を実施した区画内に汀線に垂直方向に 10 m間隔に定点を









2007年 5月 1日、干潟表面に設置した 3つのカゴ内に、同日
放流したアサリから無作為に選んだ 100 個体ずつを収容し、カ







2008年 4月から 12月まで、および 2009年 4月から 2010年 1月まで、毎月 1回原則として大潮の干
潮時に調査を行った。2008年 5月には試験区周辺にアサリ放流を行ったため、放流前後 2回の調査を実










率は 18％であった。カゴ内のアサリの平均殻長は、9月（148日目）まで 1カ月に約 1 mmの割合で増加
したが、10月以降はやや減少した(図 3)。 
(2)アサリ殻長組成の季節変化 
図 4に 2008年度の殻長組成の季節変化を示す。放流実施前の 4月 21日及び 5月 19日は殻長 25 mm
以上のアサリは最大でも 4個体/m2以下と低密度であった。平均殻長 30 mmのアサリを放流した翌日の 5
月 20日には殻長 25 mm以上のアサリがおよそ 50～100個体/m2とすべての定点で高い密度で観察された
が、1カ月後の 6月 20日には殻長 25 mm以上のアサリは最大でも定点 Dの 16個体/m2と、すべての定点
で再び低密度となった。一方、7月には特に定点 C及び定点 Dにおいて殻長 10 – 15 mmのアサリが高い
密度で見られ、9月以降には殻長 15 mm付近の個体密度が増大した。11月にはすべての定点でアサリの
図 1 調査地点の見取り図． 






図 5に 2009年度の定点 A-Eの殻長組成の季節変化を示す。2009年度はアサリ価格の高騰のため放流
は実施されなかった。主に岸側の定点において 4月から殻長 20 mm以上のアサリが低密度ではあるもの
の 10月までは観察されたが、11月にはすべて消滅した。殻長 10 – 15mmのアサリは主に定点 Bおよび






mm）、初期稚貝（0.3 – 1.0 mm）、稚貝（1.0 – 15 mm）、初期成貝（15 mm – 25 mm）、成貝（>25 mm）に
区別されている 3)。調査を実施した因島大浜町の干潟には、2007年には平均殻長 25 mmのアサリ 520 kg、
2008年度には平均殻長 30 mmのアサリ 600 kgを放流した。これはほぼ成貝のサイズであり、放流アサ
リは母貝として再生産に参加することを期待したことになる。アサリの産卵期は東北地方以南では春と
秋の年 2回であるとされ 4)、春に放流したアサリ成貝は秋まで生残すれば少なくとも 1回は産卵に参加
すると考えられる。放流したアサリの一部をカゴ内に収容して生残、成長を検討した 2007 年度の結果
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よって最も高密度になる場所は異なったが、+約 50 cm から+約 100 cm の潮位で干出する場所で比較的
多くみられた。一方、2009年度に僅かながら 2歳貝とみられる成貝サイズのアサリが見られたのは高地
盤の場所であった。餌料環境について、漁場ではクロロフィル a 値は 3 µg/L 以上が望ましいとされて
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Seasonal changes of size structure and density of short-necked clam Ruditapes philippinarum were monitored 
almost monthly from April 2008 to January 2010 on Ohama tidal flat in Innoshima. In 2008, 600 kg of 
short-necked clam (30 mm in average shell length) were stocked on this tidal flat in May 19th.No stocking of this 
bivalves was carried out in 2009. The density of R. philippinarum larger than 20 mm shell length was constantly 
low except just after stocking. Meanwhile, the population of young R. philippinarum (10 to 15 mm in shell length) 
was appeared in early summer and disappeared in late fall during the investigation period. These results suggest 
that wear protection of juvenile and young R. philippinarum may be effective to revive clam digging on this tidal 
flat. 
